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　目的　日常・食宅名-Z~は野･婁1:魏々Iこ論理-^I か. 唇莱。徊理一化味iぬ物質と、Ξれに

愚しと加遅宏と・関係につu 7 a、15 とんどΞグ､研穴剛l哨ない. Ξこ2' 洒t 恚。Jr ^か

弘両名之廓係^けi こじ乙低み,これまBヽキュ。りり■ キャ吋ツ･ り'--rコムにつロz簾計

t.加え？乏と. 必ヽ培ダ､品魏則に鋤理尭との濁係Zヽ範えぶのか々瀋しいように恩わ衷iか現

在-Z､は－S。魏。､難培期筒か･短力、いこしま孤敬培象件に<F つ2品質・相ま^ feず３こと加･

ら名種誦理延に函うここ引-のあ質庫Z各くことにより＆涛涼良に歿JL-2託i7^と考えた。

　方え　試糾。ニエタヽよは考節、品富ク､?り%勇尼レ奈廓瓦通しヽ2 K^！れ3 /D種^座ん

貨。二れらの訟料l私蔵煮､癩・雫ぶら・■ft 7 ？■IK 9一煮・ポタージュ。■ケーﾅ･ タ・A
に加理レΞ叙ぞ飢・客略t評点威によふ官鍼検査によy z評価し豊。t瞳凍lク､壌§は

外観・會リ･ 味ぐ甘味･旨味･ ん毎乙1 さ）■ 子7 八千ヤーぐ醤さりbり■璋え）とレ

こZヽ憚ら札Xﾆ評点からニムジ！.<?，良否と瑶写しを。他に子7 7-千ユ.D メーターによ3テ

^
＾
J
　
Ｃ
＾

又そヤ- こa乖^ ・ 客分- 糖- T ミ/ 熊を素・力口子ふ之廟＆し？倍加L的なぞ一タと乙た。

　緬栗　ニ^ ジ！｡の総体哨↑}おいじきに影響包与える要因は他の野秦に乙らヘz 、外被・

垂り･ 味・テ7 又千ヤーク･1 I キれの利

t場合に-ほ、評IB 州ヽ暴いからやや良り。範厠･こあリ、加盾迪によリサラ9" - 天心ら/j＆癒

るし、を検卵!と, 租町系､魯・ぼター%ノホツ?－シ雀(A 峻にをかヽﾉi＼に乙なっ石。醤艇稔査と

成分・剰定と。廓係に｡フII Z 1^. 力O千- 安|廸匯の巾ごii も(A , 子ワ又千ユD X - 々- た

よ3^瓊胤。鼎m但の山きロその峠略ま数i 頑勾かみA れ忍｡

A 103 料理に飢ヽられる野集類・いも栗類・いも頬について( 笥2報）
主婦の知海度と利用息についての調査

　　　　同りi々尺家政・西田ｽ､え林淳一　梅花M大、高£晴手

　目的前鞍i･･･:ヤ子欠生が野菜頻■いもﾉ類（貳下が薫とい刀＆どの=r うな耕理のやで
食べヽているか£報告Lre. 今回ほま々恥対勲てして、同じ形式のアンケート調μ^､。

す子夭生び哺漣貧し, 年ｲでによる野豪の料理への利用の仁方のまいiみ斥、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　･¶--方法　痢翻と同い野莱げ7種の知名度ヒ利ﾉ月度について

/f時耳夏　主婦ロ^亀(30~　　　　"ﾐ　ｰﾐ　　-　ld //●/”ﾆﾚ●/●/-/v /|/-//-//|/--~万″万IJ //|i//ふ＼●/ﾀﾞ/゛万'I|/　I / り十<J’‾ﾆrヌ　‘゛‘万≫r ･I ･万　IJ.I ／゛
拡才a ) についてアンケート調ii''iT->h。ゐ幻^て前報にて利用浅の裔ｸりた野菜夕趨

にフい了, よく作フ1ミリ食ぺr-'ける粁理名き欄tしＲ。釧金峰果£野兎判に，まμ洲い

られる料理海に従って分痴集おし, 前机ヒ交較討し，3 r-，囚5分啓a. nフた。

　粕果知応身かφ以よの野菜･Zｸ3種，/が未満･Z I 雌，利用庫（よく食^･ゐ）がφμ上

山3種い∂φ未満ば併種でゐフた。記載ぎれ旧什理蜘jのA- ／3033で゛主婦／人当') の記

截粁理数ばずji^s, ｉ エiわり，生活経験の書畠７１裏付けre。これi lo種に々頬ずると

>
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ヽ物ia2ﾜφでしtも夕く，フいでゐえ物/即，娩丿物・妙の聊/糧でゐフだ。iく提趣

の高いのIJ,じゃが｀いも，T'まねぎ，にんし･んなどである。主婦でIJこれらに続い了祀の

野^もまんへ･んな< 便われていゐのに，t子尺まで･1^び?の3種の野菜に対尺集中Iてい

↑哨が主婦ヒf.なゐ冷,でゐる。料理の動ヽら見心'^アラダ, 天ぷら。碩句などの出現頻χ

か^'^々ヽフr^。卸これらの爾蘆の延果i変数として，右舷闇の関係£ 水めるに釧別冊分

柿口Jつfc。凶各分埓は貪扱周リn伍すろ零囚i調べ･る方砥で^る。野菜を料理i-ﾉ飢ヽる

と？の１え｡方’の傾向£，またまに料理|てじんな野乗t )恥ヽるクベ力えると？の頑哨Eいく

つt?-^の挙国であらわ§す'めに因｝分布R行いいベフかの厚Si£匍出した。


